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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成27年２月13日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたの

でお知らせいたします。 

 

記 

１．業績予想の修正について 

（１）平成 27 年 12 月期第２四半期累計期間の連結業績予想値の修正(平成 27 年 1 月 1 日～平成 27 年６月

30 日） 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり

四半期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前回発表予想（A） 1,280 △50 △55 △60 △49.63

今回発表実績（B） 1,346 78 77 63 52.24

増減額（B－A） 66 128 132 123

増減率（％） 5.2% - - -

（ご参考）前期実績
（平成26年12月期第2四半期） 1,119 △16 △22 △15 △12.63

 

 

（２）平成 27年 12 月期通期連結業績予想値の修正(平成 27年 1月 1日～平成 27 年 12 月 31 日） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円銭

前回発表予想（A） 2,500 30 25 10 8.27

今回発表実績（B） 2,500 90 80 65 53.50

増減額（B－A） 0 60 55 55

増減率（％） 0% 200% 220% 550%

（ご参考）前期実績
（平成26年12月期） 2,199 △24 △26 △35 △29.42

 



    

 

２．修正の理由 

上期に関しましては、医療アシスタンス売上が順調であったことに加え、毎年３月に年１回売上計

上する国際医療事業における官公庁受注ビジネス売上が寄与し、売上、利益ともに前回発表の予想を

上回る見込みです。 

下期は、円安および海外不安の継続で出国者数の大幅な減少を見込んでおり、売上の伸び悩みを予

想しています。 

また、期初の想定以上の円安による海外センターコストの上昇、人件費の増加、ＩＴ投資の継続的

実施で一層のコスト増が見込まれ、利益面でも慎重な見通しを立てています。 

そのため、今のところ業績は堅調に推移しておりますが、通期予想に関しましては、売上高は前回

発表どおり、利益に関しましても、上期実績を若干上回る程度と見込んでおります。 

 

（注）上記の予想は、本資料の公表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は今後の様々な要因により、予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 


